記載例
様式第６号（第10関係）
令和　　年　　月　　日
宮城県知事　村 井　嘉 浩　　殿
（申請者）所在地　○○市・・・
団体名　○○町内会
代表者の職氏名　会長　宮城　太郎
　　令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金実績報告書
令和〇年〇月〇日付け宮城県（復支伝）指令第○○号で交付の決定を受けた補助事業が完了しましたので、地域コミュニティ再生支援事業補助金交付要綱第10の規定により、下記のとおり関係書類を添えて実績を報告します。
記

１　事業名　　　※交付申請書と同じ事業名
２　関係書類
（１）事業実績報告書（別紙１）

（２）収支決算書（別紙２）

（３）その他参考資料

※補助事業に要した経費の支出状況を証明する書類（領収書の写し等）

※事業実施にあたり契約等を行った場合はその契約書の写し

※写真等事業実施状況を証明する写真

※その他事業実施に関し別途指示する書類

別紙１（実績報告書添付書類）

令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金事業実績報告書
	取組番号
	取組名
	事業の内容・工夫点など
	実施日
	実施場所
	参加人数

	１－①
	料理教室
	（例）
料理を通じた自然な会話から互いの人となりを知る機会となった。
また、若い世代が参加しやすいよう休日の開催とし、子育て世帯数名の参加があった。
	〇月〇日
○月〇日
	○○集会所
〇〇集会所
	30人
30人

	２－①
	防災訓練
	（例）
　初期消火や安否確認の重要性を共有することで、地域全体の防災意識を底上げすることができた。
また、防災クイズの実施により、楽しみながら学ぶことができた。

	〇月〇日

	○○集会所

	30人


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	事業の成果（事業目的の達成状況）
	□達成できた　□一部達成できた　□達成できなかった

	（自己評価）
（例）

　各行事の参加者数の目標を達成し、住民同士が集まる場を創出することで、住民同士の相互理解を深めることができた。

	目標の達成状況
	□達成できた　□一部達成できた　□達成できなかった

	（自己評価）
（例）
　現役世代の参加もあり、世代を超えた顔見知りの関係を広げることができた。「近隣住民と話しやすくなった」との声もあり、住民の一体感が生まれてきていると考える。

	事業全体における創意工夫点
	□実施できた　□一部実施できた　□実施できなかった

	（自己評価）
（例）
単なる行事の実施に留まらず、役員以外の住民にも運営の協力を仰ぐ体制を整えたことで、当事者意識の向上を図ることができた。

	補助期間終了後の活動に向けた取組予定

	（例）
顔の見える関係を維持・発展させるため、次年度も継続して交流の場を設ける予定。また、さらに多くの住民が企画段階から関われるような仕組みづくりを検討し、特定の役員に負担が偏らない持続可能な運営体制を目指す。




別紙２（実績報告書添付書類）
令和〇年度地域コミュニティ再生支援事業補助金収支決算書
１　収　入
（単位：円）
	科　　目
	予算額
	決算額
	備　　考

	参加費収入
	10,000
	
	

	市町補助金等
	
	
	

	民間補助金等
	
	
	

	自己資金
	139,222
	91,456
	

	本補助金
	298,000
	182,000
	

	
	
	
	

	合　　計
	447,222
	273,456
	


２　支　出
（単位：円）

	科　　目
	予算額
	決算額
	備　　考

	補助対象
	報償費
	
	
	

	
	旅費交通費
	
	
	

	
	消耗品費
	222,222
	123,456
	うち、入場料等　　　　円

	
	印刷製本費
	5,000
	5,000
	

	
	食糧費
	100,000
	25,000
	

	
	保険料
	10,000
	10,000
	

	
	委託料
	50,000
	50,000
	

	
	使用料及び
賃借料
	10,000
	10,000
	

	
	備品購入費
	50,000
	50,000
	

	補助対象外
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	447,222
	273,456
	


※　収入・支出の証憑書類（契約書、領収書等の写し）を添付すること。
※　消耗品費、使用料及び賃借料などの科目別に記載すること。

それぞれ当てはまるものに☑してください。





入場料がない場合は削除してください
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